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中国の教科書から見る分断した日本像と日中関係 

慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所研究員 王 雪萍 

 

 今年四月以来の反日デモとその一部の暴徒化に伴なって、日本では中国国内の反日感情

の存在とその高揚がしきりに言われるようになっている。 

 反日感情の高まりについて、日本では主要な原因の一つとして 1990 年代後半以降に中国

政府が強調した教育方針である「愛国主義教育」が指摘される1。さらに一部の議論におい

ては、中国における「愛国主義教育」を「反日教育」と同一視する指摘も尐なくない2。中

国の歴史教科書の記述には日本の侵略行為の残虐さのみを強調したものが尐なくなく、そ

の結果として中国人の反日感情が植え付けられたのだ、と言うのである3。 

 しかし「愛国主義教育」の展開と反日感情の高まりとの間には、このような因果関係が

あるのだろうか。「愛国主義教育」は「反日教育」と言えるのだろうか。中国の教育が反日

感情を植えつけたのだとするならば、一方で今年 4 月の反日デモの参加者が中国国内にお

ける日本製品の不買を主張しながら、同時に他方で多くの商店の店頭に日本の電気製品、

日本の音楽 CD やドラマの VCD、ファッション雑誌が人気商品として並ぶといった中国社

会の矛盾した日本像を如何に説明すればよいのだろうか。中国の「愛国主義教育」と最近

の中国国内における反日デモの発生との間「一直線」で結ぶことはできそうもない。 

 そこで本稿は、中国の歴史教育の中における日本に関連する部分の取り扱い方について、

中国の歴史教科書を材料として分析することを試みる（以下、「歴史教科書」と表現すると

き、「中国歴史」と「世界歴史」教科で採用されている教科書を指す）。具体的には、1949

年の中華人民共和国建国以降、義務教育の初級中学段階の「中国歴史」と「世界歴史」教

科で採用されている人民教育出版社が編集した国定の教科書4のみならず、「社会」など他の

文科系の教科書をもとりあげる。本稿は、これらの教科書における対日記述の変遷を抽出

し、建国以来の中国の教科書に記述された日本像について検討しようとするものである。

またもし中国の教科書に書かれた対日記述に問題があるのであれば、解決に向けての方法

をも検討してみたい。 

 

一 中国の歴史教科書に書かれた日本記述の変化 

１． 中国の「中学歴史教学大綱」と歴史教科書 

中華人民共和国の建国後、中国では全国統一の教科書制度が採用された。しかし共産党

にとって全国統治の経験は初めてであり、全国で通用する教科書をすぐに用意することは

できなかった5。そのために当初は中華民国時代の教材を継続して使用したほか、共産党の

解放区で使われた教科書を修正して「暫用本」として使用した6。その後の「ソ連を師とす

る7」精神の下で、中央人民政府教育部は 1953 年に「中学教育計划（草案）」を作成すると

ともに、ソ連の教科書システムを見習って中学の歴史教科書を編纂した8。 

その後 1956 年になって、教育部は初めての「中学歴史教学大綱」を公布した9。「大綱」
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は 53 年の「中学教育計划（草案）」を基礎に、解放区と建国初期の歴史教育の経験を反映

して作成された。「中学歴史教学大綱」はその後、1963 年、78 年、86 年、90 年、2000 年

に改定された。中国では基本的に「教学大綱」に基づいて教科書が編纂されているが、稀

な例として「大綱なし」で教科書が編纂されたこともある。例えば 60 年に中学歴史教科書

が修正されたが、このときは「教学大綱」は修訂されなかった。50 年代後半から中ソ関係

悪化の影響もあり、中国歴史学界が左翼の思想に影響されたためと説明されている10。この

例外を除けば、86 年までは「一つの『教学大綱』に、一つの版の『教科書』」というのが基

本的なルールであった11。そして 86 年に教科書検定制度が始められてから、同じ「教学大

綱」の下で複数の版の教科書が編纂されている12。 

 

２． 1990 年代の歴史教科書における日本記述の文字数の急増 

 筆者は、1949 年から 2003 年までの間に人民教育出版社によって出版された 8 つの版の

中学歴史教科書を調査した13。８つの版とは、建国直後に採用された暫用本教科書、1949

年以降の全ての「教学大綱」に基づいて編修・出版された教科書（6 つ）と、これに加えて

「教学大綱」が存在しなかったために「教学大綱」なしに編纂された 1960 年版の教科書（1

つ）である14。 

図1－中学歴史教科書における対日記述の字数総計
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出典：中国人民教育出版社の提供資料に基づき、筆者が作成した。 

 最初に筆者が試みたのは、8 つの版の中学歴史教科書における対日記述の文字数の変化の

測定である。図１は、建国以来の中学歴史教科書に書かれた日本と関連ある記述の総文字

数を図表化したものである。対日記述の総文字数とは、中学 1 年から 3 年までの中国歴史

と世界歴史の教科書に書かれている日本と関連する部分の文字数の総計である。図１から

明らかのように、建国後から現行の教科書までに対日記述の文字数総計は基本的に 15000

字から 20000 字までの間を変動している。そのなかで 2 万字を超えたのは 1963-1965 年版
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と 1992-1995 年版のみであり、特に 1992-1995 年版は 2 万 7 千字以上にも達した。このよ

うに 90 年代の教科書の対日記述に関して文字数の大幅な増加を観察できるが、これは「愛

国主義教育」の影響なのだろうか。 

 そこで教科書の中の対日表現を分類整理してみた。筆者は教科書の中の対日記述を「古

代日本と日中交流15」、「古代日中戦争16」、「近代日本と日中交流17」、「近代日中戦争18」と「戦

後日本19」の五種類に分類して文字数を集計し、結果を取りまとめてみた。それが図 2 であ

る。 

 図 2 に示したように、5 つの分類のなかで文字数がもっとも多いのは「近代日中戦争」の

部分である。そして教科書における対日記述の総文字数と同様に（図 1）、1963-1965 年版

と 1992-1995 年版の「近代日中戦争」の部分は他の時期よりはるかに多かった。60 年代の

教科書において「近代日中戦争」の部分が急増したのは、国内における文革を予感させる

ような政治運動の激化、対外面での中ソ関係の一層の悪化、中印国境紛争などの要因の他

に、60 年代初期の日米安保条約改訂などを背景として池田内閣はじめとする対日批判・非

難が激化したこととも影響しているように思われる。 

 また、1990 年代の「近代日中戦争」に関する記述も文字数が増加しているのは愛国主義

教育の提唱の結果であるとも言われる。しかし、中共中央が「愛国主義教育実施綱要」を

発表したのは 94 年 8 月であり、1992-1995 年版の教科書の出版は 92 年から始められたこ

とから、「愛国主義教育実施綱要」の直接の影響だとも言いがたい。しかしこの数値の増加

は歴史科目の思想教育における重要性が 80 年代から強調され、近代史教育を強化した結果

とも言えるであろう20。また 89 年の天安門事件の発生により、歴史教育を通して共産党政

権の正当性を強調するために歴史科目の近代史教育を重視した結果だとも考えられよう。 

図2-中学歴史教科書における対日記述－種類別字数
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出典：中国人民教育出版社の提供資料に基づき、筆者が作成した。 
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３． 教科書全体から見る日本記述 

 図１に視点を戻してみよう。1949 年以降の中国の歴史教科書において、対日記述の種類

別文字数には多尐の増減はあるが、図 1 に観察されるように歴史教科書における対日記述

すべての文字数について、90 年代の時期における増加は顕著である。その背景について、

図 3 に示した数値を利用して検討してみたい。 

 図 3 は各版の「中学歴史教科書の総文字数」、「対日記述の総文字数」、「対日記述の文字

数が教科書の総文字数に占める割合」と「近代日中戦争の部分の文字数が教科書の総文字

数に占める割合」を図表化したものである。図 3 から見れば分かるように中学歴史教科書

の総文字数も時代によって大きく変化していることがわかるだろう。しかし、こうした変

化のうち、1990 年代以降の総文字数の変化は教科書そのものの大きさの変更によるところ

が大きい。1992-1995 年版の歴史教科書の文字数は 1979-1980 年版の 2.3 倍になっている

が、それは 90 年代に教科書改革を行い、80 年代の B6 サイズの教科書から B5 サイズへ拡

大させた結果といえよう。加えてこのとき頁数も 1008 頁から 1137 頁まで増えている。こ

うした教科書改革の結果、中学歴史教科書の総文字数が大幅に増えることになったのであ

る。それ故に、文字数の変化だけでは対日記述が占める中国の歴史教科書の中での位置づ

けは分からない。ここで更に歴史教科書の全体における対日記述について確認し、その特

徴の抽出を試みた。 

図3-中学歴史教科書全体における対日記述の割合
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出典：中国人民教育出版社の提供資料に基づき、筆者が作成した。 

注：1963-1965 年版と 1987-1989 年版の総文字数の資料が欠損 

しているため、図 3 に統計されていない。 

 図 3 によれば、対日記述がもっとも割合が高い 1960 年版教科書でも、対日記述の文字数
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は歴史教科書の総文字数のわずか 7.8%である。現行の歴史教科書では日本記述は 2％のみ

である。このデータから見れば、対日記述は中国の中学歴史教科書の中で重要な位置を占

めているとは言えない。なお 60 年版の中学歴史教科書の総文字数は尐ないものの、日本記

述の割合は 7.8%であり、他の時期より遥かに高い。これは、50 年代後半からの中ソ関係悪

化や、中国歴史学界に左翼の思想に影響された結果なのかもしれない。1960 年版の中学歴

史教科書は、他の時期とは違い、中学段階では中国史のみ教育する方針の下で作成され、

このため特に階級闘争、帝国主義への反抗を重点項目として教育されるようになった21。 

 そして文革後の歴史教科書の全文字数から見る対日記述や近代日中戦争の割合は文革後

に一貫して低下傾向にある。とりわけ、1990 年代以降の教科書の総文字数が増え、その結

果として対日記述の文字数も増えたとはいえ、全体の中での割合は下がってきている。こ

のことは、文革後の歴史教育における日本の存在が相対化されていることを意味している

と言えるのではないだろうか。対日記述、特に「近代日中戦争」の記述において教科書全

体で占める割合が低いことから見ても、中国の歴史教育が「反日教育」をことさらに目指

してきたとは言えないであろう。 

 では、対日記述が減った一方で、何が増えたのだろうか。一つには教科書が取り扱う歴

史範囲の増加である。1979-1980 年版の教科書では取り上げている年代が 1956 年までであ

るのに対して、1992-1995 年版は 1991 年の冷戦終結まで拡大し、中国現代史の部分を中国

歴史第四冊の後半の 79 頁も使って説明しているのである。特に、社会主義建設や新中国の

統一戦線などの共産党支配の功績の部分が強調されただけではなく、文化大革命などの共

産党政権の過ちについても詳しく言及するようになったのである。更に 2001-2003 年版は

2001 年までを教育範囲に拡大して含め、建国後の中国現代史の部分を中国歴史八学年下冊

の全一冊の 122 頁の分量を使って説明した。特に 1992-1995 年版の中学歴史教科書と比較

して、2001-2003 年版の教科書の中で増えたのは「民族団結と祖国統一」の章であり、尐

数民族優遇政策、香港・マカオの中国返還、台湾統一問題などの内容を紹介し、国内の統

一問題に対する重視度の増大が示唆されるのである。このように、90 年代以降の中国歴史

教科書においては、対日記述の割合が減尐したが、現代史に関する記述が増えたことにな

る。 

 

二 1990 年代以降の教科書に書かれた日本の多様性 

 日本への言及が中国の中学歴史教育の重点とはいえないものの、1990 年代に対日記述の

文字数が大幅に増えたことも事実である。こうした増加は、中国の学生の対日印象の形成

にどのような影響を与えているのであろうか。 

 

１． 歴史教科書における総合的な日本記述 

図 4 は、中国の中学歴史教科書の種類別の対日記述のうち、日本に関する記述全体のな

かに占めるそれぞれの割合について、建国後から現在の教科書までの変化を示している。
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図 4 においても、図 3 と同じように「近代日中戦争」部分の割合は、1960 年代以来一貫し

て下がっている。対照的に 80 年代後半から「古代の日本と日中交流」と「戦後日本」の部

分の割合の上昇の傾向を見ることができよう。また「近代の日本と日中交流」部分も一定

の割合を占めている。この状況から、80 年代後半、特に 90 年代以降の中学歴史教科書の中

に侵略者としての日本だけではなく、より総合的に日本を表現するようになったと言える。 

図4-中学歴史教科書における対日記述－種類別字数の割合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

19
49

ｰ1
95

3年
版

19
55

ｰ1
95

6年
版

19
60

年
版

19
63

ｰ1
96

5年
版

19
79

ｰ1
98

0年
版

19
87

ｰ1
98

9年
版

19
92

ｰ1
99

5年
版

20
01

-2
00

3年
版

古代日本と日中交流 字
数%

古代日中戦争 字数%

近代日本と日中交流 字
数%

近代の日本と日中戦争
字数%

戦後日本 字数%

出典：中国人民教育出版社の提供資料に基づき、筆者が作成した。 

特に 1980 年代までの歴史教科書における対日記述は 1945 年の日本降伏までであったの

に対して、90 年代以降の教科書には「戦後の日本」についても紹介するようになった点は

注目すべきであろう。 

「戦後の日本」については、1992-1995 年版が 1136 字、2001-2003 年版は 2036 字も記

述されている。1992-1995 年版の「戦後の日本」に関しては、日本の戦後処理及び経済の

高度成長の経験、日中国交正常化の状況などが紹介されている。さらに現代世界の文学と

の関連で日本の文学についても記述されていた。2001-2003 年版ではこれに加えて、1 頁を

費やして日本の新幹線の建設開始から現在までの状況が紹介されている。戦後の日本につ

いては主に急速に経済発展を遂げた国として紹介され、成功事例として日本経験を重視す

る姿勢が見られるのである。このように 1990 年代以降の中国の中学歴史教科書は戦争中の

日本を強調しながらも、戦後の日本について総合的に紹介するようになったのである。 

 

２． 『社会』教科書に書かれた現代の日本 

 ここまでは、歴史教科書に記述された日本についてのみ概観してきた。しかし、中国の

教科書の中で日本を取り上げるのは歴史教科だけではない。例えば小学校では、社会科の



 7 

授業の中でも日本が多く取り上げられている。「社会」という科目は 1994 年から中国の小

学校教育に始められ、歴史、地理などの文科系科目を総合した科目であり、小学校 4 年生

から 6 年生まで設置され、教科書は 6 冊ある。そのなかに日本と関連する部分は第 4 冊の

中国近代史、第 6 冊の世界近代史と第 6 冊の世界各国の人たちの生活の部分である。これ

らの教科書の中での中国と世界の近代史に相当する部分の記述（第 4 冊、第 6 冊）は、基

本的に中学の歴史教科書の内容を簡略したものであるので、ここでは説明を省略する22。以

下では、第 6 冊の第 4 章（中国語では「単元」）に相当する「世界各地域の民衆の生活」の

部分における対日記述について確認しておこう。 

 第 6 冊の第 4 章は、現在の世界各国の概況を紹介している。同章はさらに 10 の課に分け

られ、日本、東南アジア、アラブ諸国（イラク、エジプト、リビアなど）、サハラ以南のア

フリカ、欧州西部（イギリス、フランス、スペインなどの三十数ヶ国）、ロシア、アメリカ、

ラテンアメリカ、オーストラリア、北極と南極地域の地理や社会状況を説明している。そ

の中で日本は、アメリカや欧州諸国よりも前の第 1 課において 7 頁を費やして紹介されて

いる23。第 1 課では富士山、花見、着物や茶道のような日本の伝統や風習に加えて、神戸の

人工島や地下街など現代日本の経済や生活も紹介され、先進国としての日本が強調されて

いる。また社会の教科書はカラーであり、富士山や、桜、七五三の和服姿の日本女性や地

下街など多数の写真を使って、現在の日本を広く紹介しているのである24。 

 例えば、現在日本の経済状況について下記のように説明し、経済大国であることを強調

している。 

「日本の鉱山資源が乏しく、自称『資源小国』である。工場生産用の石油、石炭などの

原材料はほとんど輸入に頼る。しかし、日本の経済はきわめて発達し、世界上の経済大国

の一つである。鉄鋼、自動車、電子、化学工業、造船、紡績などの工業製品を大量に輸出

し、国際市場で重要な地位を占めている。特に家電製品は国際市場で強い競争力を持つ25」。 

 また国家建設の経験についても、下記のように事例として神戸の人工島建設を写真付き

で紹介し、島国の日本が土地を有効に利用している実態を強調するのである。 

「日本は国土面積が大きくないが、人口は 1 億を超え、人口密度が高い島国である。同時

に日本は山が多い島国で、国土の四分の三は山地と丘陵地であり、沿海地域に狭い平原地

帯があるだけである。そのため、土地は日本ではとても貴重である。土地資源の不足を解

決するために、海を埋め立てて利用するのは日本では既に長い歴史を持つ。特に本世紀 50

年代以来、日本は沿海地域で大規模な埋め立て工事を行い、人工島を建設してきた26」。 

 

３． 分かれた二つの日本像 

 上述したように、中国の教科書は戦争中の日本だけではなく戦後の日本や現在の先進国

としての日本の社会状況を幅広く紹介している。しかし、今年 4 月に中国各地で行なわれ

た反日デモには多くの学生が参加したと言われているが、彼らの多くは、前述のように日

本を幅広く紹介した教科書によって教育を受けた世代である。それにもかかわらずなぜ学
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生たちの多くが反日感情をもって反日デモに参加したのか。 

 筆者は仮に教科書の日本に関する記述の内容と反日デモとのあいだに因果関係があると

すれば、そうした因果関係が生じた原因は現行の中国の教科書に異なる二つの日本像がば

らばらに表現されており、教科書が両者を関連付けて説明してこなかったことにあると強

く感じる。つまり、最近の報道で広く強調されたように、中国の教科書の日中戦争中に残

虐的な日本軍の姿を多くの文字や写真を使って紹介していることも事実であるが、問題は

この二つの部分の説明が別個に独立して紹介されていることである。つまり中国の教科書

には、戦中と戦後の分断された二つの日本像がばらばらに記述されているのである。 

 例えば、現行の中学歴史教科書には、近代史の部分の対日記述は 1945 年の日本降伏で終

わっている。1945 年以降の対日記述は、世界史の「戦後主要資本主義国家の発展と変化」

の部分で取り扱われている。「日本の再起」というタイトルをつけられ、戦後日本の経済復

帰と自動車生産や新幹線の開発などの経済発展状況が紹介されている。しかしそこでは戦

後まもなく日本が経済発展を成遂げた理由として、次のように記述するのである。 

 「20 世紀 50 年代から 70 年代初めまで、日本の GDP（国民総生産）の増加率は年平均

で 10％を超え、資本主義大国のトップを占めている。日本の経済発展は米国の庇護なしで

はありえなかった。米国は日本との平和条約の締結に向けて積極的に取り組み、日本にほ

とんど戦争賠償金を支払わせなかった。5、60 年代に、米国はアジアで朝鮮戦争とベトナム

戦争を発動し、どちらも日本を軍需品の供給基地としたため、日本は大きな戦争利益が得

られた27」。 

 このように戦後日本の経済発展の理由を米国の対日庇護政策に帰している。また日本の

平和憲法についての唯一の言及は、「第二次世界大戦後、米国は日本で社会改革を行い、非

軍事化政策を推進した」と述べ、米国主動の政策の一環としてのみ扱われている。日本国

民による平和憲法を守る努力や、平和に向けての取り組みについてはまったく言及してい

ないのである。戦後日本の発展はほとんど米国の政策による成果であるとの説明では、た

とえ戦後と現在の日本の状況を教科書のなかに多く取り上げたとしても、戦後の平和国家

としての日本の実現が日本人による努力の結果であるとは理解できないのではないだろう

か。それ故に戦争中の日本の侵略行為を強調した教育によって作られた日本像は、どれだ

け戦後日本を紹介したとしても払拭されることはないのであろう。したがって日本のドラ

マが好きで、日本の電気製品を持っている若者でも日本との歴史認識をめぐる問題が出れ

ば、日本の侵略行為に対する記憶によって、反日デモに参加してしまうのであろう。 

 

三 上海の新たな試みからの希望 

 こうした分断された二つの日本像を繋げるために、様々な取り組みが必要である。例え

ば、今年の愛知万博をきっかけに中国全土の中国人に対しての短期観光ビザの発給はきわ

めて良い取り組みであろう。短期間の来日でも、自分の目で日本の現状を確かめることに

よって、戦争中の日本のみならず戦後日本についても深く理解する手掛かりを得られるは
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ずだ。 

 教科書の内容改訂を通じて日本像の分断を解決しようとする取り組みも必要である。そ

うした取り組みはすでに上海でも見られる。前述のとおり、人民教育出版社が編纂した教

科書には、日本の戦後処理の具体的な過程および平和憲法についてほとんど記述はなかっ

た。しかし 1986 年に中国においても教科書検定制度が始まって以来、教科書編集の経験が

もっとも豊富だった上海市に採用された教科書は、そうした分断を解決する取り組みとし

て先駆的なものといってもよいのかもしれない。2002 年 8 月に上海教育出版社が出版した

『高校歴史』下冊は、「欧州連盟と戦後の日本」という節を設け、2 頁近くをも費やして、

日本の戦後の歩みを詳しく説明するようになった。戦後のアメリカ軍による日本占領や、

戦後日本の民主改革、サンフランシスコ条約、さらに 1960 年の「日米安全保障条約」につ

いても説明した。特に、1946 年に制定された平和憲法は日本の国会において採決されたと

記述し、日本国民が主導的に平和憲法を選択したことを強調した上で、さらに憲法 9 条の

条文までも紹介しているのである。確かにこの教科書もまた日本は米国によって庇護され

ていると言及してはいるが、戦後の日本国民の民主主義への要求や、平和憲法などの日本

の戦後の歩みを時系列的に説明していることから、戦争の日本と現在の日本とを密接に関

連づけて説明しているのである28。もちろん僅か 2 頁だけでは、戦時の日本から平和の日本

への過程を説明するのにまだまだ不十分である。しかし、筆者はこうした取り組みに新た

な希望を見出している。もしこの試みが上海だけではなく、全国にも波及するのであれば、

中国国民の本当の意味での日本理解に大きく寄与するはずである。 
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